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アウトライン（ポイント）

「助かる」ための学習・教育
「登下校時訓練」、「昼休み訓練」、「夜間訓練」…
「想定外」：「なくす」のではなく、「出会う」ことで克服

「助ける」ための学習・教育
「押しかけ家具固定」、「２階まで訓練」、「玄関先まで訓練」、
「お誘い型訓練」、「お迎え型訓練」、「多言語訓練放送・チラシ」、
「逃げなきゃコール」…
「正常性バイアス」：「心配性バイアス」という対抗軸で克服

「そもそも」のための学習・教育
「未来へのメモワール」：「被災しても残したいものは何ですか？」
「ふだん」と「まさか」：「ふだん」への感受性が「まさか」への意
識を高め、「まさか」への警戒が「ふだん」の再発見につながる
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まさかここを
よじ登るとは

まさか全員ヘル
メットをかぶっ
ているとは

高知県四万十町
興津小・中学校

まさか正門か
ら逃げるとは

まさかここで
つまづくとは

まさかここが
通れないとは
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「助かる」ための訓練…そして「想定外」

地域に応じた災害リスク、徹底的な現実感、想定にとらわれるな

ルーチン（同じシナリオ、型通りの反復）ではなく、具体的な問題意
識をもった多様な訓練、「失敗」する訓練

「まさか…とは」という「失敗」（発見）こそ訓練の命・コア

「想定外が問題です。だから、あらゆる可能性を考えました。」

この網羅感・全能感（「想定外」をなくした感、解決した感）は、
「想定外」の解決ではなく、まったく逆に、「想定外」の温床（原因）

風船は大きく膨らんだときこそより盛大に破裂する

日々の防災活動（訓練）で、どんどん「失敗」（想定外）に出会った
ほうがいい。そういう訓練こそよい訓練。

想定外は、「なくす」のではなく、「出会う」ことで克服
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玄関先まで訓練

2階まで訓練

多言語津波表示板

押しかけ家具固定

お迎え型訓練

お誘い型訓練練

逃げなきゃコール
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「助ける」ための学び…心配性バイアスから

社会性・共感力・想像力、地域の一員、「役だつ」実感、非認知的能力

自分の命を守り、さらに周りの人を助ける、みんなで助かる

「正常性バイアス」：自分だけは大丈夫だろう

「心配性バイアス」：自分にとって大切な人が心配だ、気になる

「正常性バイアスによって避難が遅れました」との論評や分析はもうよ
い。どのように克服するかが大切。

自分に対しては「正常性バイアス」がかかっても、他人（自分にとって
大切な人）に対しては「心配性バイアス」がかかるという性質を利用し
た仕組み・仕掛けを講じて、課題解決をはかるべき

考えてみれば、「津波てんでんこ」だって…
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あなたがドアを出て行くの
を見るのが最後だとわかっ
ていたら、わたしはあなた
を抱きしめてキスをして、
そしてまたもう一度呼び寄
せて、抱きしめただろう
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そもそも：「ふだん」と「まさか」
「防災を通した」○○、「防災だけなくXも」

今ここの「あたりまえ」の再発見・再認識

自分の命、周囲の人びと、家族、友だち、先生、周囲の人たち、モノ、
町並み、建物、自然……

小中学生、高校生が選んだもの：親、家族、友だち、ペット、アルバ
ム（写真）、ぬいぐるみ、自転車、本、ランドセル……入野の砂浜、高
知県、お父さんの中華料理店……

理由やその後が大切：「一緒に帰ろうと声かけてくれた」、「お母さ
んが一所懸命UFOキャッチャーで」。家族と初めて話した、意外な一面
を発見した、（そのモノを）親戚の家に預けた…

「ふだん」への感受性が「まさか」に対する意識を高め、「まさか」
への警戒が「ふだん」の再発見・再認識につながる
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私たちの町には美術館がありません、
美しい砂浜が美術館です－高知県黒潮町

ありがとうございました
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